
   
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                                

 

校 長 柴野 太  

新年あけましておめでとうございます。 

本年も第三中学校の教育活動にご支援ご協力を賜りますよう願い申し上げます。 

コロナ禍で新年を迎えるのは２年連続となりました。オミクロン株の登場に伴い、収束は

おろか、年明けから爆発的な感染拡大状況が続いています。学校では新潟県から発令された

「まん延防止等重点措置」の適用に伴い、２月１３日（日）までの部活動の休止や異学年間

の交流活動を制限するなどの措置を講じています。もはや誰が感染しても不思議ではない状

況にあります。一人一人が感染拡大防止に努めることは勿論のこと、人権を損なう安易な言

動を慎まなければなりません。このことは全校生徒に伝えました。一日も早い収束を願い、

今やっている予防対策を地道に継続、徹底していくしかないと思います。 

さて、今年（２０２２年）は寅年です。寅年には「始まり」とか「成長」とかのキーワー

ドがあるようです。コロナ禍であっても、新たな気持ちで前向きに挑戦し、成長していきた

いものです。新しいことを始めたり、自分を成長させたりするために必要なことは何かと考

えたとき、参考になるのは先人の知見や周囲のアドバイスではないでしょうか。良いことば

かりではなく、悪い事例や失敗したことなども時として大切な示唆を与えてくれます。自分

に対する周囲からの厳しい意見が成長の糧になったという経験は誰もがあると思います。 

「我
われ
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」という言葉があります。小説「宮本武蔵」の著者である吉川英治の言葉

です。自分以外のすべての人や物が自分の師匠（先生）であるという意味です。 
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 ～ありがとうの詩～」という曲の

中にも「自分
じ ぶ ん

以外
い が い
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ししょう

」という言葉が出てきます。自分の周りの人や物が何かを教えてくれ

ている（考える機会を与えてくれている）ということに気づい 

て、すべてのことに感謝しようと歌っています。大人や子ども 

に関係なく、他人から学ぶという謙虚な姿勢をもつことで自分 

の中の思考が深まったり、課題解決の糸口が見つかったりする 

こともあります。 

「自分以外師匠」大事にしたい言葉です。 
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１月１１日（火 、東日本大震災で中学校教諭として勤）
務校の生徒を救助しながらも、自らの娘を大川小学校で亡
くされた経験をもつ佐藤敏郎様（大川伝承の会代表）の講
演会を開催しました。
震災当時の映像を交えながらの講演は、切なく度々涙が

こぼれてしまう内容でしたが、一方で今までの経験を生か
した防災についての内容は、たいへん説得力のあるお話で
した。防災とは「未来を語ること 、そして誰もが「ただ」

」 。 、 、 「 」 、いま と必ず言えることが大切である 最後に さまざまな立場 意見は 対立 するのではなく
「ハーモニー」とすることで、より多くの命を救うことができると語られました。
この講演会を通して、全校生徒の感想からは、優しさや心の強さの大切さ、日常生活の意識の向

上と感謝などが寄せられました。防災意識の向上に加え、生徒一人一人の生き方の支えとして心に
刻んでほしいと願っています。

これは 「少子化や学校の働き方改革が進む中で、学校単位で活動し、教師が指導する形態の継続、
は困難である。学校の部活動が廃止・縮小される傾向の中、このことがスポーツに親しむ機会を減
少させる （ スポーツ庁」見解）という懸念から、休日の部活動を地域の活動として実施すること。」「
で、中学生にとってふさわしいスポーツ環境の実現につなげていく必要があるとの考えによるもの
です。

（1）休日の部活動の地域移行とは
平日は、これまでどおり学校で部活動を行い、休日は地域の指導者（外部指導者）

が指導に携わる部活動へ移行していくことです。

（2）柏崎市・刈羽村の動き
①令和8（2026）年度からの「休日の部活動の地域移行」を受けて、柏崎市・刈羽
村では 「学校部活動地域移行準備委員会」を立ち上げ、文化部を含め検討し、段、
階的に準備を進めていきます。

②令和4（2022）年度は 「ソフトテニス 「軟式野球」で試行実施をします。試行、 」
期間中は、各校の顧問教員も一緒に活動し、部活動ガイドラインを遵守した活動と
します。

三中生の活躍
＜ソフトテニス＞
選抜郡市民インドア大会・男子＜1/９（日）＞ 第３位 近藤・高橋ペア
選抜郡市民インドア大会・女子＜1/10（月）＞ 第３位 春日・藤澤ペア

＜第71回社会を明るくする運動作文＞
近藤 ・県推進委員会特別賞

・地区推進委員会 最優秀賞 地区推進委員会長賞

＜２月＞
※新型感染症拡大防止のため 22日（火） 公立一般入試志願変更（～25日）

部活動停止（～１３日） 学校評議員会
７日（月） １・２年定期テストⅣ（～８日） 24日（木） 1年総合発表会②
10日（木） 生徒総会 25日（金） 3年同窓会入会式
14日（月） 生徒朝会
15日（火） １・２年基礎学力テスト（理） ＜3月＞

新1年生体験入学 １日（火） 全校朝会
17日（木） １年総合発表会① 3日（木） 公立一般学力調査
21日（月） 新1年生保護者入学説明会 4日（金） 公立一般学校独自検査

集金日 7日（月） 卒業式

「休日の部活動」が変わっていきます（お知らせ）

今後の行事予定


